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初
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
開

講
式
が
開
催
さ
れ
た
。
禾
野
洸
太

執
行
部
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
齋

藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら
主
催
者

代
表
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
参
加
組
合
員
が
一
人
ず
つ
自

己
紹
介
を
行
っ
た
。

　
最
初
の
講
義
は
、
初
対
面
の

　
続
い
て
木
村
俊
暁
総
務
部
副
部

長
が
講
師
と
し
て
「
組
合
員
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
組
合
員
で

あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
共
済
給

付
制
度
、
福
利
厚
生
と
し
て
全
日

本
海
員
福
祉
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
）

の
各
種
研
修
事
業
補
助
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
な
ど
の
説
明
と
、
執
行

が
作
品
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

考
え
方
の
多
用
性
を
お
互
い
に
理

解
す
る
た
め
に
人
に
伝
え
る
、
人

か
ら
聞
き
出
す
こ
と
な
ど
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
方
法

を
体
験
し
た
。

　
初
日
最
後
の
講
義
は
、
近
年
の

労
働
情
勢
お
よ
び
労
働
組
合
法
に

つ
い
て
と
題
し
、
▽
労
働
組
合
と

は
▽
知
っ
て
お
き
た
い
法
知
識
▽

近
年
の
労
働
情
勢
や
、
休
息
時
間

と
有
給
休
暇
、
割
増
手
当
な
ど
船

員
法
の
特
徴
に
加
え
、
労
働
三
権

や
不
当
労
働
行
為
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
参
加
者
か
ら
は
、
パ
ワ

ハ
ラ
だ
と
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
意
見
交
換

で
理
解
を
深
め
、
初
日
の
講
義
は

終
了
し
た
。

　
夕
刻
か
ら
は
経
験
交
流
会
と
し

て
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト

東
京
か
ら
バ
ス
で
５
分
ほ
ど
の
施

設
へ
移
動
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
参
加
者
同
士
が
船
内
生

活
や
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
経
験
談

を
語
り
交
流
を
深
め
た
。

　
２
日
目
の
午
前
中
は
、
朝
８
時

45
分
に
集
合
し
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ

竹
芝
へ
移
動
し
た
。
こ
こ
で
は
、

東
成
マ
リ
ン
株
式
会
社
が
運
航
す

る
東
京
水
辺
ラ
イ
ン
の
「
あ
じ
さ

い
」
に
乗
船
し
「
海
か
ら
見
る
東

京
港
見
学
」
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー

ズ
竹
芝
を
出
発
し
た
後
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
品
川
埠
頭
、
大

井
埠
頭
、
ゴ
ミ
と
残
土
の
埋
め
立

て
地
で
あ
る
海
の
森
、
有
明
埠
頭

を
巡
っ
た
後
、
越
中
島
方
面
へ
運

河
を
上
り
、
隅
田
川
に
入
り
両
国

橋
付
近
で
折
り
返
し
、
隅
田
川
を

下
り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
竹
芝
へ
帰

参
加
者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
恒
例

の
「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」
で
、
組

合
員
同
士
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま

り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
思
疎

通
を
図
る
た
め
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
な
ど
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

部
員
の
業
務
紹
介
も
行
い
、
質
疑

応
答
で
理
解
を
深
め
た
。

　
午
後
の
最
初
の
講
義
は
、
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
、
参
加
者
が
６
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
ブ
ロ

ッ
ク
を
使
い
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

た
作
品
を
創
作
し
、
参
加
者
同
士

着
し
た
。
乗
船
中
は
ガ
イ
ド
の
稲

垣
勝
啓
さ
ん
か
ら
コ
ン
テ
ナ
バ
ー

ス
や
停
泊
し
て
い
る
船
舶
、
国
指

定
重
要
文
化
財
の
勝
鬨
橋
の
説
明

を
受
け
る
な
ど
、
東
京
港
の
歴
史

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
最
後
に
、
修
了
式
が
行
わ
れ
、

齋
藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら
参
加

組
合
員
代
表
と
し
て
、
マ
リ
ッ
ク

ス
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
所
属

の
恐
田
和
奏
さ
ん
へ
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
、
２
日
間
の
研
修
が
終

了
し
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
「
講

義
を
通
じ
、
組
合
員
と
組
合
の
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
組
合
に
加
入
し
て
い

る
メ
リ
ッ
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
他
社
の
組
合
員

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
６
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
で
第
80
年
度
中
央
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
所
属
会
社
が
異
な
る
全
国
の
組
合
員
同

士
の
交
流
や
組
合
の
歴
史
を
学
び
団
結
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
全
国
か
ら
30
人
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

会
社
間
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る

会
社
間
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る

第80年度第80年度第80年度

他社の
組合員と
語り合う

フィールドワークフィールドワークフィールドワーク

講義のようす講義のようす講義のようす

修了式修了式修了式

アイスブレイクアイスブレイクアイスブレイク フィールドワークフィールドワークフィールドワーク

齋藤洋総務局長のあいさつ齋藤洋総務局長のあいさつ齋藤洋総務局長のあいさつ田中伸一組合長代行のあいさつ田中伸一組合長代行のあいさつ田中伸一組合長代行のあいさつ

中央コミュニケーションスクール中央コミュニケーションスクール



2025年（令和７年）７月５日　　（2）第 3090 号 （第３種郵便物認可）

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン

タ
ー
の
北
井
楓
係
長
が
、
本
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
進
め
方
と
漁
業
就
業
支

援
フ
ェ
ア
の
こ
れ
か
ら
の
予
定
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
日
本
海
員
組
合
三

崎
支
部
の
錦
織
康
一
次
長
が
「
各

漁
業
種
の
説
明
を
聞
い
て
漁
船
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来

就
職
す
る
際
の
職
業
の
選
択
肢
と

し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
８
社
８
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
練
習
船
「
湘
南
丸
」

で
遠
洋
航
海
実
習
を
終
え
た
ば
か

り
の
生
徒
た
ち
が
、
各
ブ
ー
ス
で

担
当
者
か
ら
、
漁
法
や
会
社
概
要

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分

間
ほ
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　
海
外
ま
き
網
漁
船
の
ブ
ー
ス
で

は
、
船
上
か
ら
の
投
網
作
業
や
魚

類
の
取
込
作
業
の
映
像
、
漁
獲
さ

れ
た
魚
の
水
中
映
像
な
ど
、
動
画

を
使
用
し
た
説
明
で
、
生
徒
た
ち

の
注
目
を
集
め
た
。

　
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
の
ブ

ー
ス
で
は
、
生
徒
か
ら
「
遠
洋
航

海
実
習
は
楽
し
か
っ
た
」「
船
酔

い
が
大
変
だ
っ
た
」
な
ど
遠
洋
航

　
６
月
18
日
、
神
奈
川
県
立
海
洋

科
学
高
等
学
校
の
実
習
棟
教
室

で
、
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
漁
師
の

仕
事
！
知
る
授
業
」
が
開
催
さ

れ
、
船
舶
運
航
科
３
年
生
33
人
と

専
攻
科
１
年
生
７
人
、
２
年
生
１

人
の
計
41
人
の
生
徒
が
出
席
し

た
。

　
こ
の
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
全

国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ

ー
が
中
心
と
な
り
、
大
洋
エ
ー
ア

ン
ド
エ
フ
株
式
会
社
・
住
吉
漁
業

株
式
会
社
・
共
同
船
舶
株
式
会
社

・
株
式
会
社
長
久
丸
・
明
豊
漁
業

株
式
会
社
・
福
一
漁
業
株
式
会
社

・
金
沢
漁
業
株
式
会
社
な
ど
８
船

主
と
海
員
組
合
が
参
画
し
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始
に
あ
た
り
、

海
実
習
の
経
験
談
を
交
え
な
が

ら
、
航
海
中
や
操
業
中
の
船
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
あ
り
、

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
の
魅
力

を
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
。

　
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
別
に
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ー
ス
で
説
明
を
受
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
漁
船
漁
業
の
理
解
を

深
め
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
影
し
、
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
終
了
し
た
。

神
奈
川
県
立
海
洋
科
学

高
等
学
校
の
教
育
目
標

①
水
産
の
各
分
野
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
・
技
術
か
ら
高
度
な
専

門
的
な
知
識
と
実
践
力
を
兼
ね
備

え
た
職
業
人
を
育
成
す
る
た
め
、

自
ら
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
向

け
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
力
を
育

成
す
る
。

②
海
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
学
習
な
ど
を
通
し

て
、
自
立
性
、
協
調
性
、
心
豊
か

な
人
間
性
、
望
ま
し
い
社
会
性
、

健
や
か
な
体
を
育
成
す
る
。

③
生
徒
活
動
や
部
活
動
、
研
究
発

表
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目

指
す
。

④
自
己
の
在
り
方
、
生
き
方
を
考

え
、
進
路
実
現
に
向
け
て
主
体
的

に
取
り
組
む
力
を
育
成
す
る
。

校
訓
＝
海
を
知
り
、

海
を
守
り
、海
を
拓
く

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
海
洋
研

究
、
海
洋
保
全
、
海
洋
利
用
開
発

な
ど
海
洋
に
関
し
総
合
的
に
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
次
の
こ
と
を
身
に
付

け
て
ほ
し
い
と
願
う
。

▽
海
洋
科
学
に
関
し
て
幅
広
く
、

統
合
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
よ
く
理

解
す
る
。
そ
し
て
、
学
習
者
と
し

て
真
摯
に
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
付
け

る
。

▽
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
海
洋
に
つ

い
て
学
習
し
、
海
洋
を
保
全
す
る

態
度
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
。

▽
海
洋
開
発
な
ど
に
立
ち
向
か
う

よ
う
な
強
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
身
に
付
け
、
将
来
海
洋
関
連
産

業
で
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
そ
の
強
い
精
神
力
で
自

分
の
将
来
を
も
切
り
拓
い
て
ほ
し

い
と
願
う
。

三崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

漁師の仕事！知る授業漁師の仕事！知る授業
漁業ガイダンスで漁船漁業を学ぶ漁業ガイダンスで漁船漁業を学ぶ

神奈川県立海洋科学高等学校神奈川県立海洋科学高等学校神奈川県立海洋科学高等学校

　
６
月
18
日
、
一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
企
画
す
る
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
神
奈
川
県
立
海
洋
科

学
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
船
乗
り
を
目
指
す
41
人
の
生
徒
が
参
加
し
た
。
一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保

育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
水
産
庁
や
一
般
社
団
法
人
大
日
本
水
産
会
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
協
力
の
下
、
漁
業
へ
の
新
規

就
業
者
を
発
掘
す
る
た
め
、
就
労
に
関
す
る
情
報
提
供
や
全
国
各
地
域
・
各
漁
業
協
同
組
合
な
ど
と
連
携
し
、
新
た
な
漁
業
の

担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で
の
漁
業
就
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

練習船・湘南丸練習船・湘南丸練習船・湘南丸 投縄投縄投縄揚げ縄揚げ縄揚げ縄

揚げ縄揚げ縄揚げ縄水揚げ水揚げ水揚げ
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九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事第14回第14回
就職支援検討委員会就職支援検討委員会
――海洋教育と人材確保海洋教育と人材確保――

　
６
月
６
日
、
福
岡
市
博
多
区
の

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
貸
会
議

室
で
、
船
員
教
育
機
関
と
九
州
関

門
地
方
支
部
管
内
の
担
当
各
社
が

出
席
し
、
第
14
回
就
職
支
援
検
討

委
員
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議

に
は
、
船
員
教
育
機
関
８
校
か
ら

９
人
、
会
社
側
35
社
か
ら
48
人
、

九
州
運
輸
局
か
ら
２
人
、
海
員
組

合
執
行
部
が
15
人
の
計
74
人
が
出

席
し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

松
本
順
一
九
州
関
門
地
方
支
部
長

か
ら
「
こ
の
就
職
支
援
検
討
委
員

会
は
、
平
成
21
年
か
ら
続
け
て
お

り
、
開
催
当
初
か
ら
船
員
不
足
は

顕
著
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
あ
ら

ゆ
る
産
業
で
人
材
不
足
と
な
っ
て

お
り
、
海
陸
で
人
材
の
奪
い
合
い

が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
回
も
情
報

を
共
有
し
、
実
務
的
な
諸
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
官
学

労
使
で
理
解
を
深
め
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
に
入
り
九
州
運
輸
局
海
事

振
興
部
か
ら
、
船
員
労
働
需
給
状

況
と
運
輸
局
の
海
洋
教
育
お
よ
び

人
材
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
、
情
報
を
共
有
し

て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
議
事
で
は
、
本
組
合
が

課
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
教

育
機
関
と
各
社
に
実
施
し
、
調
査

結
果
を
集
約
し
資
料
と
し
た
。

学
校
側
の
意
見

▽
船
員
に
な
り
た
い
と
い
う
目
的

意
識
を
持
っ
た
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
水
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
な

が
ら
生
徒
を
募
集
し
て
い
き
た
い
。

▽
長
期
休
暇
を
利
用
し
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
お
よ
び
体
験
乗
船
な

ど
が
で
き
る
よ
う
学
校
側
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

▽
教
員
も
不
足
し
て
い
る
た
め
、

各
社
か
ら
も
教
員
を
目
指
す
よ
う

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

船
社
側
意
見

▽
船
員
が
少
な
い
中
、
離
職
率
を

下
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
意
欲
を
持
っ
た
人
材
に
入
社

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
、
な
か

な
か
入
社
に
つ
な
が
ら
な
い
。

▽
船
舶
職
員
だ
け
で
は
な
く
部
員

も
必
要
で
あ
る
。

▽
女
性
船
員
に
つ
い
て
、
大
型
船

で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
の
た
め
の
環

境
整
備
も
容
易
か
も
知
れ
な
い
が
、

小
型
船
に
な
る
と
受
け
入
れ
環
境

の
整
備
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

▽
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
関

し
て
、
規
模
の
大
き
な
会
社
の
方

が
対
応
し
や
す
く
、
一
定
規
模
の

グ
ル
ー
プ
を
作
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

▽
司
厨
部
の
養
成
に
つ
い
て
、
新

卒
者
で
船
に
乗
り
た
い
と
い
う
生

徒
は
い
る
の
か
。
ま
た
、
各
社
の

司
厨
部
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
学
校
側
と
船
社
側
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
意
見
や
要
望
な
ど
、
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

後
、
組
合
を
代
表
し
て
平
岡
英
彦

中
央
執
行
委
員
か
ら
「
就
職
支
援

検
討
委
員
会
も
14
回
目
を
迎
え
、

多
く
の
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
盛

大
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。
学
校
は
船
員
を
養
成

し
、
会
社
が
採
用
し
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
委
員
会

は
極
め
て
重
要
な
船
員
養
成
教
育

機
関
と
各
社
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
本
委
員
会
を
通
じ
て
、
官
学
労

使
が
協
調
し
、
若
年
船
員
の
確
保

・
育
成
に
向
け
、
次
年
度
以
降
も

本
委
員
会
を
継
続
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
、
第
14
回
就
職
支
援
検
討

委
員
会
を
終
了
し
た
。

平岡英彦中央執行委員 松本順一九州関門地方支部長

す
る
遠
洋
漁
船
も
、
焼
津
漁
港
か

ら
出
港
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
日
本
一
の
マ
グ
ロ
の
水

揚
高
を
誇
る
焼
津
漁
港
は
、
静
岡

県
の
中
央
に
位
置
し
、
関
東
と
関

西
を
結
ぶ
東
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
と

い
う
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
お
い
て

好
条
件
な
漁
港
で
、
日
本
一
の
水

産
県
を
自
負
す
る
静
岡
県
の
中
核

と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
第
十
一
住
吉
丸
と
第
八
東
栄
丸

の
出
港
前
に
、
両
船
を
担
当
す
る

三
崎
支
部
が
訪
船
を
行
い
、
最
近

の
組
合
活
動
と
令
和
７
年
度
労
働

協
約
改
定
妥
結
内
容
を
報
告
し
、

組
合
員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
し
て
出
港
時
に
な
る
と
、
岸
壁

で
見
送
る
家
族
や
関
係
者
か
ら
、

安
全
航
海
と
大
漁
を
祈
念
す
る
エ

ー
ル
が
送
ら
れ
、
両
船
と
も
汽
笛

で
応
え
、舵
を
大
海
原
に
向
け
た
。

　
三
崎
支
部
が
担
当
す
る
住
吉
漁

業
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で

あ
る
三
崎
漁
業
株
式
会
社
の
遠
洋

マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
「
第
十
一
住

吉
丸
」
と
、
同
じ
く
グ
ル
ー
プ
会

社
の
南
洋
水
産
株
式
会
社
の
「
第

八
東
栄
丸
」
が
、
６
月
10
日
と
11

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
静
岡
県
焼
津
港

か
ら
出
港
し
北
大
西
洋
の
マ
グ
ロ

漁
場
に
向
か
っ
た
。

　
日
本
の
主
要
な
マ
グ
ロ
漁
港
と

い
え
ば
、
神
奈
川
県
三
浦
市
の
三

崎
漁
港
、
静
岡
県
の
焼
津
漁
港
と

清
水
漁
港
で
、
こ
の
３
つ
の
港
が

遠
洋
マ
グ
ロ
漁
業
の
基
地
港
と
し

て
昭
和
42
年
頃
ま
で
賑
わ
っ
た
。

し
か
し
現
在
は
、
遠
洋
マ
グ
ロ
は

え
縄
漁
船
が
大
型
化
し
、
冷
凍
マ

グ
ロ
の
受
け
入
れ
設
備
や
、
運
搬

流
通
網
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
三
崎

港
で
の
水
揚
げ
量
が
減
少
す
る
と

と
も
に
、
漁
船
の
出
入
港
数
も
減

少
し
、
三
浦
市
三
崎
を
拠
点
と

三崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事２隻の２隻の
遠洋マグロはえ縄漁船遠洋マグロはえ縄漁船がが
焼津港から出漁！焼津港から出漁！

第十一住吉丸第十一住吉丸第十一住吉丸

焼津漁業資料館焼津漁業資料館焼津漁業資料館

第八東栄丸第八東栄丸第八東栄丸

焼
津
漁
業
資
料
館
を
訪
ね
て

　
Ｊ
Ｒ
焼
津
駅
か
ら
徒
歩
５
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
、
遠
洋
漁
業
の
基

地
、
焼
津
港
が
あ
る
。
こ
こ
焼
津

の
漁
業
は
、
江
戸
時
代
か
ら
相
当

な
規
模
で
漁
業
が
営
ま
れ
て
き
た

こ
と
が
、
幾
多
の
文
献
で
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
先
人
の
活
躍
で
荒

浜
か
ら
焼
津
港
ま
で
成
長
し
て
き

た
過
程
を
後
世
に
残
す
べ
く
、
焼

津
漁
業
協
同
組
合
が
創
立
三
十
周

年
を
記
念
し
て
焼
津
漁
業
資
料
館

を
開
館
し
た
。
資
料
館
は
、
１
階

と
２
階
に
分
け
ら
れ
た
展
示
室
の

構
成
で
、
１
階
に
は
鰹
船
ブ
リ
ッ

ジ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
に

実
際
に
使
用
し
て
い
た
漁
船
、
漁

具
が
展
示
さ
れ
、
２
階
は
昔
と
現

在
の
焼
津
港
の
写
真
パ
ネ
ル
や
古

文
書
な
ど
の
古
い
文
献
、
漁
民
の

衣
服
や
航
海
計
器
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
日
本
の
遠
洋
漁
業
の
技
術
を

後
世
に
伝
承
し
て
い
る
。
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東
京
の
ア
イ
ラ
ン
ド
・伊
豆
大
島

　
東
海
汽
船
株
式
会
社
の
「
さ
る

び
あ
丸
」
に
乗
船
し
て
、
伊
豆
大

島
の
岡
田
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

昭
和
の
は
じ
め
か
ら
名
物
の
椿

や
、
あ
ん
こ
さ
ん
に
代
表
さ
れ
る

観
光
地
と
し
て
有
名
な
大
島
は
、

川
端
康
成
の
「
伊
豆
の
踊
子
」
な

ど
多
く
の
文
学
作
品
で
も
紹
介
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
東
京
か
ら
一
番

近
く
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
島
に

は
、
岡
田
港
と
波
浮
港
、
元
町
港

の
３
つ
の
港
が
あ
り
、春
夏
秋
冬
、

ど
の
季
節
で
も
楽
し
め
る
観
光
地

で
す
が
、
海
に
囲
ま
れ
た
島
独
特

の
海
水
浴
や
釣
り
が
楽
し
め
る
夏

の
季
節
に
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　
火
山
島
な
ら
で
は
の
地
形
は
別

世
界
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
日
帰
り
登
山
も
満
喫
で

き
る
よ
う
で
す
。
都
会
の
喧
騒
か

ら
離
れ
、
大
自
然
の
中
の
ゆ
っ
く

り
流
れ
る
島
時
間
は
特
別
で
し
た
。

心
地
と
し
て
、
ま
た
嵐
の
避
難
港

と
し
て
も
各
地
の
船
が
集
ま
り
隆

盛
を
極
め
ま
し
た
。
波
浮
の
港
に

は
、
幸
田
露
伴
、
西
条
八
十
、
林

芙
美
子
な
ど
、
多
く
の
小
説
家
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
資
料
館
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
旧
港
屋
旅
館
は
、
旧
館
が

明
治
時
代
に
、
そ
し
て
新
館
が
大

正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
木
造
３
階
建
て
の
建
物
は
当

時
を
偲
ぶ
大
変
貴
重
な
も
の
で
、

そ
の
こ
ろ
の
宿
泊
客
は
漁
業
関
係

者
や
観
光
客
が
中
心
で
常
に
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

夜
ご
と
宴
の
灯
火
が
消
え
る
こ
と

は
な
く
、
そ
の
混
雑
を
緩
和
す

る
た
め
に
階
段
が
部
屋
の
前
後
に

設
け
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
賑
わ
い

振
り
は
間
取
り
に
も
表
れ
て
い
ま

す
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
川
端
康
成

の
小
説
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
主
人

大
島
海
浜
植
物
群
落

　
強
い
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

大
島
の
海
岸
部
で
は
、
風
に
負
け

な
い
た
く
ま
し
い
植
物
が
育
ち
、

島
の
春
夏
秋
冬
を
彩
ど
り
ま
す
。

海
岸
に
切
り
立
つ
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
崖
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
火
山
と

水
が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
島
公
園
海
岸
遊
歩
道

は
、
２
０
０
０
年
度
に
選
定
さ
れ

た
「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な

る
道
」
５
０
０
選
の
一
つ
で
、
大

島
海
浜
植
物
群
落
に
は
、
ユ
リ
科

の
ア
マ
ド
コ
ロ
や
キ
ク
科
の
イ
ソ

ギ
ク
を
は
じ
め
、
イ
ヨ
カ
ズ
ラ
、

オ
オ
シ
マ
ハ
イ
ネ
ズ
、
ト
バ
ラ
、

ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ

ラ
、
マ
ル
バ
ア
キ
グ
ミ
な
ど
、
多

く
の
貴
重
な
植
物
が
群
生
し
、
大

島
特
有
の
自
然
を
形
づ
く
っ
て
い

ま
す
。

　
島
内
に
３
０
０
万
本
あ
る
と
言

わ
れ
る
椿
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
縄

文
時
代
か
ら
島
に
自
生
し
て
い
た

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
、
大
島
の
温
暖
多

雨
で
水
は
け
の
よ
い
土
地
を
好

み
、
火
山
ガ
ス
に
も
強
い
た
め
、

島
の
人
々
は
、
防
風
林
、
炭
、
油

な
ど
に
利
用
す
る
た
め
ツ
バ
キ
を

植
え
、
大
切
に
育
て
て
き
た
そ
う

で
す
。

　
椿
の
花
は
散
っ
て
い
ま
し
た

が
、
溶
岩
の
海
岸
線
と
樹
林
の
間

を
た
ど
る
変
化
に
富
ん
だ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
は
、
東
北
の
松

島
の
よ
う
な
絶
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
句
。

大
島
の
岩
に
染
み
入
る
風
の
音

波
浮
港
と
筆
島

　
波
浮
港
は
昔
、「
波
浮
の
池
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
火
口
湖
で
、
大

地
震
や
大
津
波
で
海
に
通
じ
、
港

口
の
開
削
工
事
を
完
成
し
て
波
浮

の
港
と
呼
ば
れ
、
沿
岸
漁
業
の
中

公
カ
オ
ル
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
タ

ミ
と
そ
の
家
族
は
波
浮
の
港
で
実

際
に
生
活
を
営
み
、
お
座
敷
が
か

か
る
た
び
に
旅
館
な
ど
で
踊
り
を

披
露
し
た
そ
う
で
す
。
旧
港
屋
旅

館
は
そ
の
当
時
の
模
様
を
ま
る
で

時
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
か
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
再
現
し
て
い
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
海
面
が
広
が
る
波
浮

港
で
は
、
浜
辺
で
子
ど
も
た
ち
が

水
浴
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
波
浮
港
の
３
㎞
ほ
ど
手
前
に

筆
島
海
水
浴
場
が
あ
り
、
展
望
所

か
ら
景
勝
地
・
筆
島
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
筆
島
は
約
30

メ
ー
ト
ル
の
岩
礁
で
す
が
、
数

十
万
年
前
の
火
山
島
の
名
残
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ツ
ン
と
一

人
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

雰
囲
気
が
、
波
浮
港
だ
け
に
ハ
ブ

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
一
句
。

筆
島
に
哀
愁
重
ね
君
想
う

夕
陽
の
美
し
い
ジ
オ
パ
ー
ク
と

地
層
大
切
断
面

　
「
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
」

に
指
定
さ
れ
自
然
公
園
法
で
守
ら

れ
て
い
る
伊
豆
大
島
。
豊
か
な
自

然
や
希
少
な
資
源
の
ほ
か
、
地
球

の
歴
史
を
物
語
る
ジ
オ
パ
ー
ク
と

し
て
の
見
ど
こ
ろ
も
満
載
で
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
地
層
大
切
断
面

で
あ
り
、
約
２
万
年
間
に
繰
り
返

し
発
生
し
た
大
噴
火
、
約
１
０
０

回
分
の
噴
出
物
が
６
０
０
ｍ
以
上

も
続
く
縞
模
様
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
る
で
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
の

よ
う
な
こ
の
地
層
は
、
１
９
５
３

年
に
道
路
建
設
の
た
め
山
を
削
っ

た
と
き
に
発
見
し
た
も
の
で
、
も

と
も
と
起
伏
の
あ
る
地
形
に
沿
っ

て
、
噴
出
物
が
降
り
積
も
っ
た
た

め
、
大
き
く
波
打
つ
地
層
と
な
っ

た
、
大
島
の
噴
火
の
歴
史
と
も
い

え
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
に
も
数
少
な
い
火

山
専
門
の
博
物
館
で
あ
る
「
伊
豆

大
島
火
山
博
物
館
」
が
あ
り
、
こ

こ
で
は
火
山
最
前
線
、
世
界
の
火

山
紀
行
、
火
山
の
百
科
の
展
示
室

な
ど
、
貴
重
な
展
示
物
や
映
像
を

通
し
て
、
火
山
の
成
り
立
ち
や
不

思
議
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
伊
豆
大
島
の
美
し
い
自
然
と

人
々
の
生
活
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
伊
豆
大
島
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

は
、
活
火
山
で
標
高
７
５
８
ｍ
の

三
原
山
で
す
。
外
輪
山
展
望
台
か

ら
は
、
溶
岩
が
一
面
に
広
が
る
荒

涼
と
し
た
景
色
が
望
め
ま
す
。
展

望
台
に
近
い
茶
屋
で
ひ
と
息
つ
い

て
と
思
い
、
天
丼
を
注
文
し
ま
し

た
。
大
島
名
物
の
明
日
葉
の
天
ぷ

ら
が
絶
品
で
、
ま
た
食
べ
に
来
た

い
と
、
再
訪
を
期
待
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
一
句
。

忘
れ
な
い
明
日
葉
の
味
三
原
山

※東海汽船の「さるびあ丸」では、７月18日から停泊型船上ビアガーデンが始まります。

さるびあ丸さるびあ丸さるびあ丸

地層大切断面地層大切断面地層大切断面 筆島筆島筆島

波浮港波浮港波浮港

伊豆大島伊豆大島伊豆大島

船旅羇旅船旅羇旅
伊豆大島を歩く―●広報室長及川孝敏東京都

たび き

ふな

りょ
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